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SC 研究につながると思われ，本研究ではまず先行研究から SC に関
わる 3 つの要因を採り上げ，以下のようにタイプ分けを行った。 
制御資源を使用する直接的制御 Muraven & Baumeister(2000)は，
SC をその実行に必要とされる限られた資源(self-control strength)を使
用しながら行われるものとした。Muraven et al.(2006)は，SC 課題や
SC の要素を含まない認知課題（計算）を組み合わせて実験プログラ



















な過程がより強く反映するタイプの SC を“自動的制御”と分類する。 
なお，SC に関わると指摘された要因は他にも自己正当化の要因
(Kivetz & Zheng,2006)や，節約要因(Muraven et al.,2006)，一連性認知
の要因(Khan & Dhar,2007)，ジレンマの近接性の要因(エインズリ
ー,2006)，血中グルコース濃度(Gailliot et al.,2007)等がある。 
















































研究 2  飲食ジレンマは先行研究 (Fishbach & Shah,2006, 













第 2 章 方法 
 調査計画について Table 1 に示す。各調査は質問紙法により行われ
た。参加者は大学生及び短期大学生で，参加者数及び有効回答者数








Table 1 調査計画（調査名に一部省略あり） 
ジレンマ状況設定 目標 誘惑 
試験勉強・誘惑限定なし（奈良,2008） 試験勉強 限定なし 
(a)試験勉強・誘惑限定あり 試験勉強 テレビ・ゲーム 
(b)飲食・具体的飲食物想起あり 健康・美容 具体的想起あり
(c)飲食・具体的飲食物想起なし 健康・美容 具体的想起なし
(d)目標限定なし・誘惑限定あり 限定なし テレビ・ゲーム 
(e)目標限定なし・誘惑限定なし 限定なし 限定なし 
 
Table 2 調査参加者及び有効回答者数 
ジレンマ状況 調査参加者 有効回答者数
 男 女 計 男 女 計
試験勉強・誘惑限定なし(奈良,2008) 55 122 177 48 102 150
(a)試験勉強・誘惑限定あり 40 113 153 36 93 129
(b)飲食・具体的飲食物想起あり 40 113 153 36 100 136
(c)飲食・具体的飲食物想起なし 45 122 167 36 122 148
(d)目標限定なし・誘惑限定あり 36 102 138 27 99 126
(e)目標限定なし・誘惑限定なし 45 122 167 39 111 150
 
























に設定され，パスモデルの適合度を Schermelleh-Engel et al.(2003)で評
価したところ良い適合が確認された。“行動”に関係するパスで有
意・有意傾向なものから構成される簡略図を Figure 1 に示す。“行動”
へのルートは，“短期ネガティブ感情→（β=-.312,p<.10）行動”のル
ートと，“短期的ポジティブ感情→ (β= 1.080,p<.05) 抑制→
(β= .323,p<.01)行動”，があった。 
また，比較対象である試験勉強ジレンマ・誘惑限定なし(奈良,2008)














































 結果 分析方法は研究 1 と同一であるため本梗概では前述の様に
省略する。“想起あり”のパスモデル概略図を Figure 3，“想起なし”
























第 5 章 補足研究 目標を限定しないジレンマ 



















 結果 “限定あり”のパスモデル概略図を Figure 5，“両方なし”





















第 6 章 総合考察 
自動性について ジレンマ状況において“特に意識しなくても SC
することができた”という“自動性”の要因は，飲食ジレンマを対

































食ジレンマにおいて“自動性”が SC に関与することは納得できる。 
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